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請 願 第 ２ 号 令和６年２月２０日受理 

付 託 委 員 会 福祉常任委員会 

件   名  国保料引き下げを要望する請願書 

紹 介 議 員  三 田   登 議員  堀 口 明 子 議員 

請 願 要 旨 

［請願趣旨］ 

八千代市は、来年度国保料について「物価高騰に配慮し、据え置くなど負担

が増えないよう努めたい」と、「引き上げ抑制」の方針あるとで聞いておりま

す。 

八千代市の国保加入者の約８割は所得の低い「給与・年金」世帯で、年所得

２００万円以下の加入者が７６ .５％を占めています（令和４年度「国民健康

保険の概要」）。国保料の滞納世帯は全加入世帯の１５ .５％にもなります（社

会保障推進千葉県協議会資料）。  

「協会健保」（中小企業）の１ .３倍、「組合健保」（大企業）の１ .７倍とい

われる「高い国保料を引き下げて」の声は切実です。 

高い国保料の最大の要因は国保支出金の累年にわたる削減です。全国知事会

は１兆円の公費負担増で「協会健保並みの国保料」を求めましたが「広域化」

の激変緩和措置として国が支出した額は３４００億円にすぎません。 

社会保障の大黒柱である国保事業を守るため、八千代市としても国庫負担の

増額を国につよく要望するとともに、国保会計財政調整基金（令和５年度末１

０億円余見込み）の活用などにより、国保料の「引き上げ抑制」ではなく「引

き下げ」を実現してください。 

八千代市議会として下記のことを議決して頂きたく要望いたします。 

［請願項目］ 

１ 来年度国保料を引き下げること 

２ 国庫負担の増額を行うよう国・県に強く申し入れること 

 


